
一般社団法人日本行動分析学会

第43回年次大会プログラム

2025年 8月19日（火）〜21日（木）オンライン
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2025年 8月23日（土）〜24日（日）AOSSA（福井）
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【大会スケジュール】 

 

なお、若手口頭発表および自主シンポジウ

ムのスケジュール詳細は、２頁に記載があり

ます。 
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【会場アクセス情報- ①】 

（オンライン会場） 
 

１．若手研究者口頭発表 
   時刻: 2025 年 8 月 19日（火） 19:00  大阪、札幌、東京 
   URL：https://us06web.zoom.us/j/86827397582?pwd=jaCjyRA5YnxaWgSo6abxOpv5nv9tb5.1 
   ミーティング ID: 868 2739 7582 
   パスコード: 947089 

  

  

２．自主企画シンポジウム 

 １）チャレンジング行動への新たな視点：スケジュール誘導性行動の理論と実践  
 （企画：今本 繁） 

    時刻: 2025 年 8 月 20日（水） 19:00  大阪、札幌、東京 
   URL：https://us06web.zoom.us/j/89081363434?pwd=Gi2IN24Ogon6Yk8gmaM23kum3sjOFR.1 
   ミーティング ID: 890 8136 3434 
   パスコード: 083893 

  

 ２）応用行動分析学の研究成果を国際学術誌に掲載する方法（企画：山本淳一） 

   時刻: 2025 年 8 月 20日（水） 19:00  大阪、札幌、東京 
   URL：https://zoom.us/j/91825105169?pwd=iy1rbWVBbztoKbXOquU9tAlA51Id86.1 
   ミーティング ID: 918 2510 5169 
   パスコード: 866109 

  

 ３）ABA 実践倫理の未来像：協働・制度・人材育成で拓く 2030 年代（企画：熊 仁美） 

   時刻: 2025 年 8 月 21日（木） 19:00  大阪、札幌、東京 
   URL：https://us06web.zoom.us/j/85711285517?pwd=OQ69r8Yrnn085uGlqWpLwRgGVOhB6J.1 
   ミーティング ID: 857 1128 5517 
   パスコード: 892266 

  

 ４）行動分析学を社会に広めるために（３）：誰が・何のために・誰のどんな行動を?から考え
る（企画：三田地真実・松山康成） 

   時刻: 2025 年 8 月 21日（木） 19:00 大阪、札幌、東京 
   URL：https://zoom.us/j/97476995215?pwd=Wds6BfXdmJKaln6yz5m9xaKedMy2AB.1 
   ミーティング ID: 974 7699 5215 
   パスコード: 291899 
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【会場アクセス情報- ②】  

（リアル対面会場：2025 年 8 月 23 日（土）〜24 日（日）） 

 

 

≪年次大会会場≫ 
AOSSA(アオッサ) 6 階（福井市地域交流プラザ），8階（福井県県民ホール） 

JR 福井駅より徒歩 1分：http://www.aossa.jp/ 

 

≪懇親会会場≫ 
  福井県繊協ビル 10 階ホール 

 JR 福井駅より徒歩 7分：https://www.senkyobldg.or.jp/ 

出典：福井駅周辺観光マップ（2025 年版）： https://fuku-iro.jp/lsc/upfile/pamphlet/0000/0010/10_1_file.pdf 
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【大会会場フロアマップ‐①】 

 （６階：福井市地域交流プラザ） 

 
 ＜ご注意＞ 年次大会の会期中に、各企画実施の「部屋（ただし 6 階のみ）」が、諸事情により急遽変更する場合がござい

ます。予めご了解くださいますようお願い申し上げます。 
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【大会会場フロアマップ‐②】 

 （８階：福井県・県民ホール） 
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ごあいさつ 

 

 2025 年の第 43 回年次大会は、オンラインとリアル対面ハイブリッド方式にて開催させていただくこと

になりました。ハイブリッド方式による開催は、2022 年度の第 40 回年次大会（小倉）に続いて 2 回目とな

ります。また、リアル対面の開催地は「福井」となりました。北陸にて、日本行動分析学会の年次大会が開

催されるのは学会創設以来「初」です。そして、年次大会の運営は、「臨床を語る会（福井）」のご助力のも

と理事会が担います。このような運営方式も「初」の試みとなります。会期は 8月 19 日から 21 日の３日間

がオンライン開催となり、自主企画シンポジウム（全 6 枠）と学生口頭発表が実施されます。さらに、8 月

23 日（土），24 日（日）の２日間がリアル対面にて、ポスター発表、学会・大会・公募企画シンポジウム、

特別講演を予定しております。 

 リアル対面の会場となる AOSSA は、JR 福井駅から徒歩 1分に立地する公共・商業複合施設です。その施

設のうち「福井市地域交流プラザ（6階）」および「福井県県民ホール（8階）」を使って大会が実施されます。

ご存知のように福井駅は、北陸新幹線延伸によって東京駅から直通となり、所要時間も 2 時間 51 分（「東京

−新神戸」間とほぼ同じ所要時間）と非常にアクセスがしやすくなっております。また、懇親会は、福井県繊

協ビルの 10 階ホールにて行われる予定です。この建物は、福井城址にもほど近く、学会会場からの移動の際

には、その石垣や内堀を御覧いただけたらと思います。 

 今回の年次大会は、今後の持続可能な学会運営を見据え「コンパクトな運営」を指向しております。そ

のため、従来の年次大会と比べると簡素な開催となりますが、活発な議論、交流を行うことができる快適な

アリーナとなることを目指しております。何卒、皆さまのご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げま

す。 

 

一般社団法人日本行動分析学会第 43 回年次大会準備委員会 

委員長 山岸 直基 

  



 - 7 - 

〇大会参加者へのご案内 
 
1. 会場 

①オンライン 

  8 ⽉ 19 ⽇（⽕）〜21 ⽇（⾦）は、Zoom（オンライン会議システム：https://www.zoom.com/ja/produ
cts/virtual-meetings/）を使⽤して、オンラインにて実施されます。当該 URL へのアクセス⽅法について
は、⼤会ホームページ(https://j-aba.jp/meeting/2025/)をご覧ください。 
②対面 

  8 ⽉ 23 ⽇(⼟)および 24 ⽇（⽇）の対⾯による⼤会会場は、AOSSA（福井県福井市⼿寄 1-4-1：http://
www.aossa.jp/）の６階（福井市地域交流プラザ）および８階（福井県県⺠ホール）です。会場へのアクセ
ス⽅法については、この冊⼦または⼤会ホームページ(https://j-aba.jp/meeting/2025/)をご覧ください。 
 
2. 受付（対面） 

 受付は、8 ⽉ 23 ⽇(⼟)および 24 ⽇（⽇）は 9：00 から、AOSSA６階エレベーター前フロアにて⾏いま
す。参加登録をされた⽅は、お名前とご所属を印刷した参加章（領収書つき）を各⾃お取りください。ま
た、参加章は、⼤会会場内では、はっきりと⾒えるところにつけてください。 
 
3. 懇親会 

 23 ⽇(⼟)の 18:00 から、福井県繊協ビル 10 階ホール（https://www.senkyobldg.or.jp/sharespace#hole）
にて懇親会が開催されます。なお、懇親会の当⽇参加申込はございませんので、ご注意ください。  
 
4. クローク・託児 

 ①⼤会（対⾯）会場内にはクロークがございません。以下の JR 福井駅構内あるいは駅前公共サービスを
ご利⽤ください。 
 １）福井市まちなか案内所（ウェルカムセンター）：https://fuku-iro.jp/spot/detail_10362.html 

２）JR 福井駅コインロッカー：https://coinlocker.click/fukui-station.php 
 ②託児サービスについては、福井駅⻄⼝「ハピリン」２階にある「福井市子ども一時預かり所『の～び・

のび』（https://www.city.fukui.lg.jp/fukusi/kosodate/sien/nobinobi.html）」を利用可能です（事前申
込が必要となります）。 
 
5. 休憩スペース 

 8 ⽉ 23 ⽇(⼟)および 24 ⽇（⽇）の２⽇間、AOSSA６階の研修室 607 に休憩スペースを設けます。な
お、同スペースは論⽂交換スペースも兼ねております。 
 
6. 書籍の展示・販売 

 書籍の展⽰と販売は、AOSSA６階の研修室 606 にて⾏います。 
 
7. お呼び出し・携帯電話のご使用 

 原則として会場内でのお呼び出しはいたしません。また、会場内ではスマートフォン・携帯電話などの
電源をお切りいただくかマナーモードに設定してください。 
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8. 会場内の無線 LAN について 

 会場内では、無線 LAN回線がご利⽤いただけます。詳細については、⼤会ホームページ(https://j-aba.jp
/meeting/2025/)をご覧ください。 
 
9. お食事について 

 AOSSA１〜３階のモールおよび JR 福井駅周辺の飲⾷店・コンビニエンスストアをご利⽤ください。 
 
10. コピー・ATM 

 JR 福井駅構内および周辺の ATMやコンビニエンスストアをご利⽤ください。 
 
11. 駐車場 

 AOSSA には、有料の地下駐⾞場（http://www.aossa.jp/access/）がございます（7:30-23:00；169台収
容）。⾞いすのご利⽤など、必要な場合には準備委員会まで予めお申し出ください。 
 
12. 連絡先 

 ⼤会本部(AOSSA6 階の研修室 602 または jaba-meeting@j-aba.jp にご連絡ください。 
 
13. その他 

 AOSSA館内および福井駅周辺エリアは禁煙です。また、⼤会会場内（AOSSA6 階および 8 階）での飲
酒はご遠慮ください。 
  



 - 9 - 

〇シンポジウム関係者へのご案内 
 
1. 打ち合わせ室 

 シンポジウムの打ち合わせ室は AOSSA6 階の研修室 603・604 となっております。 
 
2. パソコン、スクリーンなど 

 シンポジウム会場では、プロジェクター（HDMIおよび VGA⼊⼒に対応）をご利⽤いただけます。な
お、使⽤するパソコンは企画者および登壇者ご⾃⾝でご準備ください。その他の機材については準備委員会
にお問い合わせください。 
 
3. 配布資料 

 配布資料がある場合は、企画者ご⾃⾝でご準備ください。 
 

〇ポスター発表者へのご案内 
 
1. 会場・時間 

 8 ⽉ 23 ⽇(⼟)は 14：00〜16：00 の時間帯に、24 ⽇(⽇)は 13：00〜15：00 の時間帯に、AOSSA6 階の
レクリエーションルームにてポスターセッションを⾏います。発表者の在籍責任時間は、発表番号が奇数の
⽅は前半の 1時間、偶数の⽅は後半の 1時間となります。セッション終了後は各⾃でポスターの撤去をお
願いします。残っているポスターについては、準備委員会で処分いたします。 
 
2. 受付 

 発表会場デスクにてポスター番号を確認の上、所定のパネルにポスターを貼ってください。 
 
3. ポスターの大きさ 

 掲⽰するポスターは、A0 サイズ（縦 118.9 センチ×横 84.1 センチ）以下で作成してください。 
 
4. 発表要件 

 ポスターセッション時間中にポスターを掲⽰し、所定の在籍時間中に在籍し、参加者と質疑応答すること
により、正式発表となります。 
 
5. 筆頭発表者欠席の場合の扱い 

 筆頭発表者が⽋席した場合には、連名発表者の代⾏を認めます。発表論⽂集に記載されている筆頭発表者
に⽋席や交代などの変更があれば、会期前は準備委員会に、会期中は⼤会本部にご連絡ください。 
 
6. その他 

 配布資料がある場合は、各⾃でご準備ください。  
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〇論文交換テーブル 
 
 ⽇本⾏動分析学会では、会員の研究交流を推進するために既発表の論⽂を著者が展⽰し、希望者に配布す
るスペース(論⽂交換テーブル)を年次⼤会で設けています。8 ⽉ 23 ⽇（⼟）と 24 ⽇（⽇）に、休憩スペー
ス(AOSSA６階の研修室 607)に⽤意します。専⾨誌掲載、紀要論⽂など発表媒体は問いません。紹介した
い⾃著論⽂の抜刷(またはコピー)をご持参ください。 
 原則として、⾒本の抜刷を 1 編につき 1 部準備し、所定の場所で参加者が⾃由に閲覧できるようにしま
す。抜刷の希望者が所定の名簿に名前と住所またはメールアドレスを記⼊し、著者が後⽇送付する⽅法で運
営します。多くの部数をご持参頂ける場合にはこの限りとせず、⾒本の 1 部以外は⾃由にお持ち帰りいた
だいて結構です。 
 
 

〇日本行動分析学会の会員の方へのご案内 
 
1. 理事会 

 理事会は 8 ⽉ 22 ⽇（⾦)の 17：00 から、6 階の研修室 605 にて⾏います。 
 
2. 会員集会 

 会員集会を８⽉ 23 ⽇（⼟)の 12：00 から、8 階県⺠ホールにて⾏います。 
 
3. 学会賞授与式・受賞講演 

 学会賞授与式・受賞講演を８⽉ 23 ⽇（⼟)の 13：00 から 8 階県⺠ホールにて⾏います。 
 
4. 編集委員会 

 『⾏動分析学研究』の編集委員会を８⽉ 24 ⽇（⽇)の 11：30 から 6 階の研修室 601A にて⾏います。  



 - 11 - 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大会プログラム 
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特別講演 
8 ⽉ 23 ⽇（⼟）16：00−17：00（AOSSA８階：福井県県⺠ホール） 

 

災害とこころのケア〜能登半島地震の実践から考える 
Mental health care for disaster survivors: Reflections from the Noto peninsula 

earthquake experience 
 

講師 
 池田 美樹（桜美林大学） 
 Miki IKEDA (J. F. Oberlin University) 
 石川 健介（金沢工業大学） 
  Kensuke ISHIKAWA (Kanazawa Institute of Technology) 
司会 
 武藤 崇（同志社大学） 
 Takashi MUTO (Doshisha University) 
 

講演要旨 

 池田美樹先生：令和６年能登半島地震災害において、日本臨床心理士会災害支援 PT・日本公認心理師協会

災害支援合同委員会は、文部科学省緊急スクールカウンセラー派遣の調整や後方支援の体制作りを行いまし

た。本講演では、発災後の時系列にそって、被災地外からの支援側の視点から見えた支援課題と支援の実際

を紹介し、災害時のこころのケアについて、被災地における支援ニーズと支援調整における課題の観点から

整理を行います。 

 石川健介先生：令和 6 年 1 月 1 日に発生した能登半島地震では、石川県、特に能登地域に甚大な被害が生

じました。石川県臨床心理士会は、全国の心理職の支援を受けながら、被災された県民への心理的支援活動

を行ってきました。その中で、一定水準の援助サービスを提供する難しさや、受援体制を整え効率的に機能

させることの困難さを実感しました。本講演では、これらの経験を共有し、今後の災害時のこころのケアに

役立てるための課題と展望について考えます。 

略歴など 

 池田美樹先生：早稲田大学大学院人間科学研究科博士課程単位取得満期退学。武蔵野赤十字病院精神科臨

床心理係長を経て，桜美林大学大学院臨床心理学専攻リベラルアーツ学群・大学院心理学研究科准教授。災

害支援者支援の研究，災害支援活動多数。東日本大震災では「日赤心のケア班」として，熊本地震では災害

派遣精神医療チーム（DPAT）として現地で活動。能登半島地震災害では，文部科学省緊急派遣スクールカウ

ンセラー派遣調整に従事。共著に『こころに寄り添う災害支援』（金剛出版）、『災害看護 心得ておきたい基

本的な知識』（南山堂）など。 

石川健介先生：金沢大学大学院社会環境科学研究科博士課程修了。富山医科薬科大学（現・富山大学医学

部）精神神経医学教室心理士を経て、金沢工業大学心理科学研究科教授。能登半島地震災害では，石川県臨

床心理会災害本部教育領域担当。能登半島地震災害では，文部科学省緊急派遣スクールカウンセラー派遣調

整に従事。分担執筆に『行動分析学事典』（金剛出版）、『ケースで学ぶ行動分析学による問題解決』（金剛出

版）など。 
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大会企画シンポジウム  
8 ⽉ 23 ⽇（⼟）9：30−11：30 

（AOSSA８階：福井県県⺠ホール） 
 
 

トラウマインフォームド・ケアは行動分析学に何をもたらす 

のか？  
What contributions does trauma-informed care make to the field of behavior 

analysis? 
 

 

企画       日本行動分析学会第43回年次大会準備委員会 
 
司会       嶋 大樹（追手門学院大学） 
         Taiki SHIMA (Otemon Gakuin University) 
 
話題提供     野坂祐子（大阪大学） 

Sachiko NOSAKA (University of Osaka) 
         武藤 崇（同志社大学）  

Takashi MUTO (Doshisha University) 
中村有吾（同志社大学） 
Yugo NAKAMURA (Doshisha University) 
 

指定討論     澤 幸祐（専修大学） 
Kosuke SAWA (Senshu University) 
井上雅彦（鳥取大学） 
Masahiko INOUE (Tottori University) 
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学会企画シンポジウム 
8 ⽉ 24 ⽇（⽇）9：30−11：30 

  （AOSSA８階：福井県県⺠ホール） 
 
 

なぜ、いま「橋渡し研究」なのか（２） 

Why is translational research so important in behavior analysis: Part II 
 
 
企画       日本行動分析学会理事会（企画委員会） 
 
司会       内田佳那（兵庫教育大学連合大学院) 
         Kana UCHIDA (Hyogo University of Teacher Education) 
 
話題提供     二瓶正登（創価大学） 

Masato NIHEI (Soka University) 
佐伯大輔（大阪公立大学） 
Daisuke SAEKI (Osaka Metropolitan University) 
藤巻  峻（常磐大学） 
Shun FUJIMAKI (Tokiwa University)  
 

指定討論     丹治敬之（筑波大学） 
Takayuki TANJI (University of Tsukuba) 
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公募企画シンポジウム１ 
8 ⽉ 24 ⽇（⽇）15:00〜17:00 

（AOSSA６階・福井市地域交流プラザ 601A） 
 
 

マクロとミクロの相互作用を紐解く－心理・精神医療・行動分

析学をつなぐ多領域協働の可能性 
Unraveling interrelations of contingencies across micro and macro levels:  
Toward an integrative Ccllaboration in psychology, psychiatry, and behavior 
analysis 
 
企画・司会    久留宮由貴江（シカゴスクール） 

Yukie KURUMIYA (The Chicago School) 
 
話題提供     久留宮由貴江（シカゴスクール） 

Yukie KURUMIYA (The Chicago School) 
嶋  大樹（追手門学院大学） 

         Taiki SHIMA (Otemon Gakuin University) 
岡本章宏（嶺南こころの病院） 
Akihiro OKAMOTO (Reinan Kokorono Hospital) 

  
 

指定討論     山岸直基（流通経済大学） 

Naoki YAMAGISHI（Ryutsu Keizai University） 
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公募企画シンポジウム２ 
8 ⽉ 24 ⽇（⽇）15:00〜17:00 

  （AOSSA６階・福井市地域交流プラザ 601BC） 
 
 

“行動”と“選択”から動物福祉を考える 
Thinking about animal welfare through "behavior" and "choices" 
 
企画       高山仁志（立命館大学） 

Hitoshi TAKAYAMA (Ritsumeikan University) 
 

司会       中⿅直樹（立命館大学） 

Naoki NAKASHIKA (Ritsumeikan University) 
 
話題提供     高山仁志（立命館大学） 

Hitoshi TAKAYAMA (Ritsumeikan University)  
古野公紀（宇部フロンティア大学） 

         Masanori KONO (Ube Frontier University) 
井出貴彦（地方独立行政法人天王寺動物園） 
Takahiko IDE (Osaka Tennoji Zoo) 

  
 

指定討論     中島定彦（関西学院大学） 

Sadahiko NAKAJIMA（Kwansei Gakuin University） 
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自主企画シンポジウム１ 
8 ⽉ 20 ⽇（⽔）19:00〜21:00（オンライン） 

 
 

チャレンジング行動への新たな視点：スケジュール誘導性行動

の理論と実践  
A new perspective on challenging behavior: The theory and practice of schedule-

induced behavior 
 
 
企画       今本  繁（合同会社 ABC 研究所） 

Shigeru IMAMOTO (LLC ABC Lab) 
 

司会       渡部匡隆（横浜国立大学） 
Masataka WATANABE (Yokohama National University) 

 
話題提供     今本  繁（合同会社 ABC 研究所） 

Shigeru IMAMOTO (LLC ABC Lab) 
望月 要（帝京大学） 

         Kaname Mochizuki (Teikyo University) 
 

 
指定討論     島宗 理（法政大学） 

Satoru SHIMAMUNE（Hosei University） 
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自主企画シンポジウム２ 
8 ⽉ 20 ⽇（⽔）19:00〜21:00（オンライン） 

 
 

応用行動分析学の研究成果を国際学術誌に掲載する方法 
Strategies for publishing research findings of applied behavior analysis in  

international academic journals 
 
企画       山本淳一（東京都立大学） 

Jun-ichi YAMAMOTO (Tokyo Metropolitan University) 
 

司会       山本淳一（東京都立大学） 
Jun-ichi YAMAMOTO (Tokyo Metropolitan University) 

 
話題提供     鈴木  誠（東京家政大学） 

Makoto SUZUKI (Tokyo Kasei University) 
大森幹真（早稲田大学） 

 Mikimasa OMORI (Waseda University)  
石塚祐香（筑波大学） 

         Yuka ISHIZUKA (University of Tsukuba) 
 

指定討論     山本淳一（東京都立大学） 
Jun-ichi YAMAMOTO (Tokyo Metropolitan University) 
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自主企画シンポジウム３ 
8 ⽉ 21 ⽇（⽊）19:00〜21:00（オンライン） 

 
 

応用行動分析学(ABA)の実践倫理の未来像：協働・制度・

人材育成で拓く 2030 年代 
Future vision of practical ethics in applied behavior analysis: Opening up the 

2030s through collaboration, systems, and human resource development 
 
企画       熊 仁美（NPO法人ADDS） 

Hitomi KUMA（NPO ADDS） 
 
司会       竹内 弓乃(NPO法人ADDS)  

Yuno TAKEUCHI （NPO ADDS） 
 
話題提供     熊 仁美（NPO法人ADDS） 

Hitomi KUMA（NPO ADDS） 
竹内 弓乃(NPO法人ADDS)  
Yuno TAKEUCHI（NPO ADDS） 
藤坂 龍司(NPO法人つみきの会) 
Ryuji FUJISAKA（NPO Tsumiki no Kai） 
竹島 浩司(株式会社エルチェ) 

Koji TAKESHIMA（Elche Co., Ltd.） 
 

指定討論     井上 雅彦(鳥取大学) 
Masahiko INOUE （Tottori University） 
杉⼭ 尚⼦(⼭脇美術服飾学院) 
Naoko SUGIYAMA（Yamawaki Design College） 
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自主企画シンポジウム４ 
8 ⽉ 21 ⽇（⽊）19:00〜21:00（オンライン） 

 
 

行動分析学を社会に広めるために（３）：誰が・何のために・

誰のどんな行動を？から考える 
Behavior analysis and society (3): Think about who, why, and what actions? 
 
 
企画       三田地 真実（教育ファシリテーション研究所） 

Mami MITACHI 
               (Educational Facilitation Investigation Laboratory） 

松山  康成（東京学芸大学) 
Yasunari MATSUYAMA（Tokyo Gakugei University） 

 
司会       三田地 真実（教育ファシリテーション研究所） 

Mami MITACHI 
               (Educational Facilitation Investigation Laboratory） 

松山  康成（東京学芸大学) 
Yasunari MATSUYAMA（Tokyo Gakugei University） 

 
話題提供     佐藤 智彦（東京慈恵会医科大学） 

Tomohiko SATO (Jikei University School of Medicine) 
三田地 真実（教育ファシリテーション研究所） 
Mami MITACHI 

               (Educational Facilitation Investigation Laboratory） 
松山  康成（東京学芸大学) 
Yasunari MATSUYAMA（Tokyo Gakugei University） 
 

指定討論     松田壮一郎（筑波大学） 
Soichiro MATSUDA (University of Tsukuba) 
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第５回若手研究者口頭発表セッション 
5th oral presentation session by young behavior analysts 
 
企画 日本行動分析学会若手研究者優秀発表賞選考委員会 

日本行動分析学会若手会 
発表者① 杉田 創（早稲田大学） 
発表者② HU SIMENG（筑波大学） 
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ポスター発表１  
8 ⽉ 23 ⽇（⼟）14：00〜16：00（AOSSA6 階レク室） 
 在席責任時間 奇数：前半 1 時間，偶数：後半 1 時間 

 
P1-01 ⽇本語版 Quick Delay Questionnaire の開発に向けた予備的検討 ◯ 其樂 格⽇ 

池上 将永 
中村  敏 

P1-02 待つだけの場⾯と待ち時間に労⼒が要求される場⾯間のハトの選択⾏
動に及ぼす労⼒の効果 

◯ 久保 尚也 

P1-03 ⾃閉スペクトラム症児に対する短縮版情動調整プログラムの効果 ◯ ⻲井 幸穂 
⾼浜 浩⼆ 

P1-04 価値割引と幸福経済学ー遅延・社会割引と主観的幸福感の関係 ◯ 井垣 ⽵晴 

P1-05 場⾯緘黙症の園児に対するしりとりを⽤いた段階的エクスポージャー
の効果の検討 

◯ 井森 萌⼦ 
仁藤 ⼆郎 

P1-06 動物園におけるボタン誘導システムは安全⾏動を⼤幅に改善する̶マ
ニュアル提⽰と⽐較した放飼場⾯の効果 

◯ 伴 和幸 
野上 ⼤史 
今村 和孝 
越智 亮太 
宗平 将幸 
村井 彰宏 
⾦⾕ 晴⼀ 

P1-07 Additive Component Design を⽤いた ASD 児への段階的⾏動介⼊の
検討 

◯ ⾨脇 陽⼀ 

P1-08 ヒトの“労働倫理”選好研究における固定労働時間の効果―時間つぶし
に働く仮説について 

◯ ⼋賀 洋介 
キョウ タクリン 

P1-09 ⼩学 2年⽣男児を対象とした打楽器演奏の学習⽀援― 太⿎⾳、リズ
ム譜、リズム名の⾒本合わせ訓練がタッピングに及ぼす影響  

◯ 前原 瑞⽊ 
島宗 理 

P1-10 家庭内で咬傷⾏動を⽰す⽝とその家族に対する機能的アセスメントと
介⼊ 

◯ 前⽥ 愛 

P1-11 第 14番染⾊体⽗親性ダイソミー症候群（鏡ー緒⽅症候群）児の⾳声
発話に対する随伴模倣の効果 

◯ 南 遥花 
松⽥ 壮⼀郎 

P1-12 変動⽐率及び変動時隔スケジュールがハトのつつき⾏動における消去
バーストに及ぼす効果 

◯ 古野 公紀 

P1-13 リズミック脳刺激による両⼿の運動協調性の変化 ◯ 在原 菜々花 
鈴⽊ 誠 
磯 直樹 
松本 卓也 
⼭本 淳⼀ 
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P1-14 特別養護⽼⼈ホーム要介護⾼齢者の誤嚥予防のための咽頭残留除去ケ
アプログラムの効果の検証 

◯ 天⽊ 伸⼦ 
鎌倉 やよい 
百瀬 由美⼦ 
三浦 由佳 
⻄岡 裕⼦ 

P1-15 障害児通所⽀援を利⽤する神経発達症をもつ⼦どもに対する⾏動の拡
⼤を援助する働きかけ 

◯ 太⽥ 光美 
中⿅ 直樹 

P1-16 知的障害児における刺激フィードバックによる連続量の指導―数直線
および分数に対する刺激選択反応の正確性向上 

◯ 奥脇 夢佳 
河村 優詞 

P1-17 内服薬の混合をきっかけに⽣じた⽝の拒⾷⾏動に対する介⼊ ◯ 室井 尚⼦ 

P1-18 ⽣成 AIは⾏動の原理に関する⾼度な知識を有する― GPT-4o による
KBPAC と TK-ABA の解答結果から  

◯ 宮崎 光明 
太⽥ 久貴 
多⽥ 陽南 

P1-19 Contingency Adduction⼿続きを⽤いた視覚的な学習⽅法―濁⾳を表
す点字の学習 

◯ ⼩原 健⼀郎 
⼤島 研介 

P1-20 随伴性操作による公的／私的事象としての確信度の変動と脳活動から
の解読 

◯ ⼩川 剛史 
⿊⽥ 敏数 
岸 朋彦 
堤 聖⽉ 
川鍋 ⼀晃 

P1-21 児童発達⽀援事業所におけるビデオ・フィードバックを⽤いた遠隔型
スタッフトレーニングの効果 

◯ ⼩林 未奈 
杉原 聡⼦ 

P1-22 ヒトを対象とする反応形成研究の実験⽅法論の探索的検討 ◯ ⼭下 智也 
折原 友尊 
⽵内 康⼆ 
丹野 貴⾏ 

P1-23 ⼩学 1年⽣による⾃発的な暗唱練習を増やすクラスワイド⽀援―順
序性イントラバーバルの⾏動内在的強化による挑戦⾏動の創発 

◯ 島岡 次郎 
島宗 理 

P1-24 ヒトにおける変動性強化遅延の選好―固定・混合・変動遅延および強
化量が選択⾏動に与える影響 

◯ 崔 駿宇 
望⽉ 要 

P1-25 こだわり⾏動と運動機能障害を併せ持つ ASD者への時間管理⽀援(2) 
―精神科臨床における⾏動コンサルテーションの事例検討 

◯ 川上 英輔 
⽵澤 律⼦ 
伊⾖ 栄美 

P1-26 ⼼理学を専攻する⼤学⽣の⼼理英単語の学習における 3C 学習法の効
果の検討 

◯ 平⽥ さくら 
⽥中 杏奈 
⽶⼭ 直樹 
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P1-27 ⾃閉スペクトラム症児の「関係の概念」学習―順番の概念を対象とし
て 

◯ 成⽥ 咲也⾹ 
野呂 ⽂⾏ 

P1-28 認知課題前の運動は課題従事⾏動に影響を及ぼすのか―3歳児を対象
として 

◯ ⽊村 拓磨 
貞松 成 

P1-29 ⼩学⽣の不登校 2事例に対する保護者への⾏動コンサルテーション
を通した再登校⽀援 

◯ 本⽥ 暉 
林 直美 
市坪 徳郎 
⻑⾕川 美保 
仁藤 ⼆郎 

P1-30 重度知的障害を伴う⾃閉スペクトラム症の⼦どもの PECS を⽤いた
援助要求⾏動の促進に関する⼀事例検討 

◯ 松下 浩之 
⾬宮 千尋 
今城 和紀 

P1-31 ⼤学⽣・⼤学院⽣を対象にした等価性に基づく教授法による仮説検定
法の教授 

◯ 柞⽊ 太地 
⼭⼝ ⼀⼤ 
松⽥ 壮⼀郎 

P1-32 ⼤学⽣の⼦育て観についての⾏動分析学的観点からの考察 ◯ 桒原 ⼀尋 
免⽥ 賢 

P1-33 社交不安傾向の⾼い⼤学⽣に対する就職⾯接場⾯における⾏動スキル
訓練の効果―システマティック・レプリケーション 

◯ 櫻井 優⼤ 
松⽥ 壮⼀郎 

P1-34 ADHDモデル動物 SHRの⾏動と腸の炎症に対する有機ゲルマニウ
ム化合物アサイゲルマニウム摂取の効果 

◯ 正⽊ 光可 
安積 遵哉 
武⽥ 知也 
⿇⽣ 久 
中村 宜司 

P1-35 保育⼠養成課程の専⾨学⽣に対するクラス規模ポジティブ⾏動⽀援の
実践―⾏動問題及びレポート記⼊量に及ぼす影響 

◯ ⽔野 良⼦ 
河村 優詞 

P1-36 ５試⾏短縮版による遅延割引率の測定―⼤学⽣および ADHD 児を対
象とした検討 

◯ 池上 将永 
⿊⽥ 真実 
中村 敏 

P1-37 「幸せを感じると報告された活動」と「実際に幸せを感じた活動」の
ズレーESMデータに基づく検討 

◯ 熊﨑 菜々⼦ 
松⽥ 壮⼀郎 

P1-38  刺激機能の変換によって強化⼦の機能を獲得した未知・未経験の刺激
の強化真価―より良い・より悪いの⽐較関係の検討 

◯ 中村  敏 
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ポスター発表２   
8 ⽉ 24 ⽇（⽇）13：00〜15：00（AOSSA6 階レク室） 
 在席責任時間 奇数：前半 1 時間，偶数：後半 1 時間 

 
P2-01 ⾏動分析学におけるオンライン実験の可能性ー報酬の損失を考慮した

セルフ・コントロール選択パラダイムを⽤いた検討 
◯ ⽚⼭ 綾 

浅井 智久 

P2-02 ⾔語賞賛及びグラフフィードバックによる中学⽣の授業中の話を聞く
⾏動の促進 

◯ ⽣⽅ 直 

P2-03 ⾃由選択条件と制限選択条件における⾼労⼒⼤強化⼦選好度の⽐較 ◯ ⽥島 裕之 

P2-04 P-Fスタディの型と性格特性の関連性―Big Five尺度を⽤いて ◯ 畠⼭ 隼輔 
加藤 千恵⼦ 
⼟⽥ 賢省 
後藤 芙未⼦ 

P2-05 知的障害特別⽀援学校における個別指導のための体制作り ◯ ⽩樫 ⿇紀 
野⽥ 航 

P2-06 ハトを対象とした継時⾒本合わせ⼿続きを⽤いた対称性実験での⾏動
パターンの分析 

◯ ⽯塚 雅貴 
丹野 貴⾏ 

P2-07 脳刺激が「イメージトレーニング」における運動調整機能を促進させ
るー神経⾏動分析学による「私的事象」の実験的検討 

◯ 磯 直樹 
鈴⽊ 誠 
在原 菜々花 
⼭本 淳⼀ 

P2-08 飲み物をおいしくするのは「⼿間」か「時間」か？ー労⼒が印象評価
と摂取量に与える影響 

◯ 福⽥ 実奈 
⻘⼭ 謙⼆郎 

P2-09 ⼦どもの遅延割引と社会割引ー調整量⼿続きを⽤いた測定 ◯ 空間 美智⼦ 
伊藤 正⼈ 
井垣 ⽵晴 
和⽥ 彩紀⼦ 

P2-10 ヒトの⾼コスト⾼報酬選択⾏動―調整法を⽤いた反応要求数と強化量
の無差別点測定の試み 

◯ 章 博約 
鄧 麟峰 
崔 駿宇 
周 忻 
望⽉ 要 

P2-11 保育⼠に対するコンサルテーションの効果ーペアレント・トレーニン
グにおけるコアエレメントを活⽤して 

◯ ⽵中 正彦 

P2-12 会⾷場⾯を回避していた成⼈男性へのセルフモニタリングの効果 ◯ ⽵澤 律⼦ 
川上 英輔 
深井 光浩 
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P2-13 ⼩学 1・2年⽣を対象とした漢字の読み学習⽀援― デジタルプリント
教材におけるふりがな付与の効果  

◯ 笹⽥ ⼣美⼦ 
島宗 理 

P2-14 神経発達症児に対する⾒本合わせ課題を⽤いたアルファベット⽂字指
導ー⾒本刺激と⽐較刺激に対する反応分化⼿続きの効果 

◯ 若林 ⾵佳 
⾼浜 浩⼆ 

P2-15 ⾏動時系列データの図表現 ーPoincaréプロット・拡張リターンマッ
プ 

◯ 藤 健⼀ 
吉岡 昌⼦ 
佐藤 敬⼦ 

P2-16 オンライン会話における場⾯緘黙経験者の発話特徴ー画⾯表⽰の有無
による影響 

◯ 藤間 友⾥亜 
松⽥ 壮⼀郎 

P2-17 他者の利益が間違ったルールのルール性制御に与える影響 ◯ 岸本 祥歩 
中⿅ 直樹 

P2-18 保育⼠ならびに教師の⽀援技術向上を⽬的とした応⽤⾏動分析学に基
づく研修に関する研究動向  

◯ 越智 柚希乃 
岡本 邦広 

P2-19 ⾃閉スペクトラム症⽣徒に対する⾳素⽂字を⽤いた構成反応⾒本合わ
せによる英語学習 

◯ 野地 柊汰 
若林 ⾵佳 
⾼浜 浩⼆ 

P2-20 知的障害を伴う⾃閉スペクトラム症児の要求場⾯における⾳声⽣成装
置の利⽤と発語の関連 

◯ ⾦⽥ 萌花 
佐々⽊ 銀河 

P2-21 ディープフェイク技術を⽤いた表情模倣刺激の作成に関する予備的検
討ー⾏動分析学的⽀援への応⽤可能性 

◯ 関根 悟 
井上 雅彦 

P2-22 ⼤学⽣の課題提出⾏動と遅延割引および確率割引との関係 ◯ ⻘⼭謙⼆郎 

P2-23 体験回避と⾃尊感情変動性がネガティブな反すうを介して妄想的観念
に与える影響 

◯ 顧 倚茹 
加藤 千恵⼦ 
⽯井 隆之 
三好 ⾹次 

P2-24 望む⾏動に対する強化が⼤学⽣の⾏動的 QOLと SNS利⽤時間に及
ぼす効果 

◯ ⾼坂 めぐみ 
中⿅ 直樹 

P2-25 こだわり⾏動と運動機能障害を併せ持つ ASD者への時間管理⽀援
（1）ー就労⽀援場⾯において⾏動契約を⽤いた事例の検討 

◯ 鴫⼭ 東志⼦ 
⼤津 朋⼦ 
川上 英輔 
⽵澤 律⼦ 
久保 尚美 
伊⾖ 栄美  

P2-26 ⽣成 AIを活⽤した⾏動⽀援計画作成⽀援システムの試作と評価に関
する予備調査 

◯ 村浦 新之助 
⿊⽥ ⼀之 
井澤 信三 
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P2-27 反応とそれを受け取る側の不⼀致による分化強化の不成⽴ーニューロ
フィードバックのオペラント的シミュレーション 

◯ ⿊⽥ 敏数 
⼩川 剛史 
岸 朋彦 
堤 聖⽉ 
川鍋 ⼀晃 

P2-28 知的能⼒障害を伴う⾃閉スペクトラム症児における疑問詞応答スキル
の獲得と般化―刺激性制御の分析 

◯ 松葉 琴⾳ 
⾼浜 浩⼆ 

P2-29 ⼩学 4年国語の授業における物語朗読の学習⽀援―情緒表現の⾏動的
定義とモデリング・⾃⼰評価と他者評価・フィードバックの効果 

◯ 中川  恵乃久 
島宗 理 

P2-30 知的能⼒障害を伴う⾃閉スペクトラム症児に対する構成反応⾒本合わ
せ課題を⽤いた⽂法指導 

◯ ⼊江 萌⽣ 
吉成 希 
⾼浜 浩⼆ 

P2-31 ⼩学 3年⽣を対象としたローマ字表記の学習⽀援― 拗⾳・撥⾳・促
⾳を含む単語変換の流暢性訓練が短⽂変換に及ぼす効果 

◯ 内⽥ 涼 
島宗 理 

P2-32 ⼩学校における学校規模ポジティブ⾏動⽀援（SWPBS）の実施が児
童の出席率に及ぼす影響 

◯ 松⼭ 康成 

P2-33 ⼼因性頻尿により不登校になった学⽣に対する理学療法と⾏動修正を
組み合わせた統合的介⼊ 

◯ 櫻井 好美 
⼭本 淳⼀ 

P2-34 「マンガ」を⽤いた随伴性ダイアグラムは可能か？ー⾔語⾏動に特化
した分析ツールの開発 

◯ 武藤 崇 

P2-35 ハトを対象とした信号強化効果のメカニズムの検討 ◯ ⽯川 直⽣ 
丹野 貴⾏ 

P2-36 注視の促進を⽬的に作成したカードゲームの実施が児童の会話中の顔
への注視に与える影響 

◯ ⽵内 康祐 
⽵内 康⼆ 

P2-37 知的能⼒障害を伴う⾃閉スペクトラム症児におけるマトリックス訓練
を⽤いた⾊と形による弁別の形成 

◯ 阿久津 美⽉ 
⼊江 萌⽣ 
⾼浜 浩⼆ 

P2-38 ⾃閉スペクトラム症児に対する刺激ペアリング⼿続きを⽤いたカタカ
ナ読み指導の効果の検討 

◯ 福⽥ 琉華 
⽶⼭ 直樹 

P2-39 AI ⽣成アニメキャラクターの⼈物同定―⾒本合わせ訓練で⾳声特徴
を含む刺激クラスを形成できるか 

◯ 島宗 理 
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株式会社 学苑社 
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株式会社 ⾦剛出版 

有限会社 ⼆瓶社 
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一般社団法人行動分析学会第 43 回年次大会 

準備委員会 

 

 

 

 

委 員 長  山岸 直基（理事長） 

事務局長  武藤  崇（理事：企画担当） 

                           委    員  岡村 章司（理事：企画担当） 

青山謙二郎 

磯端 由貴 

                    岡本 克己 

                    片寄 早織 

                     髙木 朋希 

中村 まゆみ 

橋本 恵理子 

      

 

大会事務委託 有限会社 リファレンス 
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